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5ヵ年で赤字を解消

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
宇
治
市
議

会
定
例
会
は
、
昨
年
十
二
月
十
日
か

ら
十
九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
二

十
八
日
に
す
べ
て
の
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
市
立
保
育
所
の

保
育
料
を
平
均
4
2
％
値
上
げ
す
る
こ

と
に
よ
る
収
入
等
を
内
容
と
し
た
一

股
会
計
楠
正
予
μ
な
ど
市
民
生
活
に

密
接
な
か
か
わ
り
を
持
つ
二
十
七
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

十
日
の
招
集
日
に
は
、
ま
ず
十
六

議
案
が
提
案
さ
れ
、
こ
の
う
ち
川
一
議

案
を
即
決
し
ま
し
た
。

十
二
、
十
三
、
十
四
日
は
、
各
常

任
委
員
会
に
お
い
て
、
提
出
さ
れ
て

冊宇治市役所

京都府宇治市宇治琵琶Ｕ客地

電話ｃ3141㈹

新進堂印刷

市の人口

（昭和53年1月1日現在）

世帯数41，843世帯

58世帯増
143．513人

72，348人

71，165人
164人増

前月比

ルト
積
一

メ□

書
き
初
め

市
で
は
、
十
二
月
定
例
市
議
会
に
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
五
十
七
年
度
ま
で
の
五

ヵ
年
に
わ
た
る
「
宇
治
市
財
政
自
主
再
建
計
画
」
を
提
示
し
て
い
ま
し
た
か
、
慎
重
な

審
議
の
の
ち
、
そ
の
大
綱
に
お
い
て
了
承
か
得
ら
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
今
後
、
こ
の

計
画
に
沿
っ
て
行
財
政
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
生
活
に
も
深
く
関
連

し
て
い
ま
す
の
で
、
市
政
だ
よ
り
で
シ
リ
ー
ズ
も
の
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

市
議
会
全
員
協
で
大
綱
了
承

宇
治
市
の
財
政
状
況
は
年
々
深
刻

化
し
、
昨
年
十
一
月
の
段
階
で
、
昭

和
五
十
二
年
度
の
累
積
赤
字
は
十
四

億
円
前
後
が
昂
込
ま
れ
、
こ
の
ま
ま

で
は
「
財
堅
丹
建
団
体
」
に
転
落
し

か
ね
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
ま

し
た
。

本
市
で
は
、
地
方
自
治
を
放
棄
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
赤
皐
財
政
再
建

団
体
に
は
絶
対
に
落
と
し
て
は
な
ら

な
い
、
あ
く
ま
で
も
自
玉
丹
建
の
逍

を
歩
む
こ
と
を
基
本
に
、
い
ろ
い
ろ

な
財
政
対
策
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
京
都
自
治

体
問
題
研
究
所
に
財
政
診
断
を
依
頼

い
た
九
請
願
の
審
査
が
行
わ
れ
、
六

請
願
に
つ
い
て
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
た
ほ
か
、
残
り
三
請
願
に
つ
い

て
は
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
日
か
ら
三
日
閻
ば
、
一
股
貿

問
に
当
て
ら
れ
、
十
六
人
の
議
員
が

登
坂
し
、
財
政
自
主
再
ｕ
計
画
に
対

す
る
市
長
の
基
ぷ
姿
勢
等
に
つ
い
て

問
い
た
だ
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
四
日
お
よ
び
二
十
六
日
か
ら

二
十
八
日
ま
で
の
三
日
問
は
、
謳
搦

6
Ｓ
ｉ
が
行
わ
れ
慎
ｍ
一
に
審
議
一
八
だ

す
る
一
方
、
昨
年
六
月
に
は
庁
内
に

宇
治
市
財
政
自
ま
丹
建
専
門
委
員
会

を
設
置
。
行
財
政
の
科
学
的
で
効
率

的
な
運
営
へ
向
け
て
、
全
庁
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
再
建
計
画
に
必

要
な
資
料
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

そ
し
て
、
市
で
は
、
こ
の
で
き
上

が
っ
た
資
料
を
も
と
に
「
宇
治
市
財

政
自
主
再
建
計
画
」
を
策
定
し
、
昨

年
末
の
十
二
月
定
例
市
議
会
へ
提

示
。
全
員
協
議
会
で
慎
重
に
番
議
が

尽
く
さ
れ
た
の
ち
、
そ
の
大
綱
で
了

承
が
得
ら
れ
た
も
の
で
す
。

国
の
制
度
が
赤

字
の
根
本
原
因

開
発
が
拍
車

区
に
市
営
住
宅
十
戸
を
新
設
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
）

〇
淀
川
・
木
津
川
水
Ｂ
事
務
組
合
規

約
の
一
部
屈
叉

〇
用
山
城
伝
染
病
舎
規
約
の
一
部
変

更
〇
城
同
衛
生
管
理
組
ふ
窺
約
の
一
部

変
更
（
以
上
三
件
は
、
八
幡
町
の

市
制
施
行
に
よ
る
も
の
）

ｏ
ａ
菜
共
済
粂
例
の
一
部
改
正
（
麦

に
適
川
す
る
共
済
掛
金
率
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
）

ｏ
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
制
定
（

市
有
土
地
等
、
行
政
財
産
の
使
用

料
徴
収
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た

も
の
）

ｏ
共
同
作
菜
所
ｍ
お
よ
び
管
理
に

大
阪
を
結
ぷ
交
通
網
が
配
ほ
さ
れ
て

い
る
た
め
に
、
宅
地
造
成
が
急
故
に

す
す
み
ま
し
た
。
こ
れ
が
原
因
と
な

っ
て
若
年
市
民
の
急
増
を
招
い
た
だ

け
で
な
く
、
地
域
性
を
生
か
し
た
産

業
振
興
や
計
画
的
な
町
づ
く
り
が
大

き
く
立
ち
遅
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
税
源
の
低
下
や
茶
業
を

は
じ
め
と
す
る
興
業
の
奏
返
、
購
売

力
の
市
域
外
流
出
に
よ
る
地
颯
経
済

力
の
弱
体
化
な
ど
、
市
政
を
支
え
る

財
政
基
盤
が
沈
下
。
そ
の
反
面
で
、

関
す
る
条
例
の
制
定
（
木
幡
河
原

に
共
同
作
業
所
を
新
設
す
る
こ
と

に
よ
る
も
の
）

〇
勤
労
者
宅
地
事
業
特
別
会
計
条
例

（
勤
労
者
に
宅
地
分
譲
を
す
る
事

業
の
円
滑
な
運
営
等
を
行
う
た
め

の
条
例
）

〇
辺
地
に
か
か
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
叶
画
の
策
定
（
笠
取
地
区

の
醍
醐
浅
改
良
等
の
整
備
計
画
策

定
）

〇
市
遭
路
線
の
認
定
（
平
尾
八
号
線

ほ
か
十
路
線
）

○
市
立
幼
稚
園
保
育
料
条
例
の
一
部

改
正
（
現
行
保
育
料
年
額
二
万
一

千
六
百
円
を
三
万
九
千
六
百
円
と

す
る
も
の
）

〇
学
校
加
設
使
川
条
例
の
制
定
（
体

育
副
使
川
料
一
時
間
当
た
り
五
百

円
等
を
徴
収
す
る
も
の
）

〇
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

義
務
教
育
施
設
や
保
育
所
施
設
な
ど

の
行
政
需
妥
が
ａ
的
に
拡
大
す
6
と

と
も
に
、
質
的
に
も
高
度
化
す
る
な

ど
、
財
政
危
機
の
構
造
的
な
土
台
が

こ
こ
に
急
激
に
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
て

き
た
と
い
え
ま
す
。

満
た
せ
ぬ
こ
と
も

十
三
年
度
か
ら
五
十
七
年
度
ま
で
の

五
年
間
で
自
恣
丹
建
を
達
成
さ
せ
よ

う
と
決
意
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
財
唇
丹
建
は
、
一
定
の
行
政

水
準
を
憬
Ｕ
な
が
ら
収
支
の
均
衡

を
回
復
さ
せ
る
と
と
も
に
、
赤
宇
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
財
政
構
造
や
財

政
運
営
を
改
善
す
る
も
の
で
、
計
画

完
了
時
に
過
去
の
赤
宇
を
解
消
し
、

健
全
な
財
政
運
営
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

出
て
く
る
要
求
の
奢
足
に
つ
い
て
も

総
合
計
画
に
基
づ
い
て
決
定
し
、
計

画
的
な
優
先
順
位
と
合
理
的
な
整

合
性
を
持
た
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。し
た
が
っ
て
、
今
後
、
不
本
意
な

が
ら
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
市
民

な
ら
ぴ
に
各
種
団
体
の
妥
望
・
妥
求

に
的
確
に
応
え
ら
れ
な
い
場
合
も
生

じ
る
こ
と
は
、
さ
け
ら
れ
な
い
と
い

え
ま
す
。
゛

な
お
、
こ
の
財
政
自
主
丹
建
計
画

は
「
基
一
本
方
針
」
と
「
具
体
的
措
ほ

」
に
分
か
れ
て
お
り
、
・
今
後
、
シ
リ

ー
ズ
で
、
こ
の
計
画
の
内
容
を
ぐ
わ

し
く
お
知
ら
せ
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

お買い上げいただく方300名様1

に限り、粗品を進呈しています。邱≡緑化事業部新設≡ヨ≡
造園資材一式を安値即売／

特に、小物・白川砂・植木土・肥料・カヌマ土、鉢物その他

■事業内容

株式会社

費32－0527㈹・32－8877

酋22－93531・22－9438

宇治市五ヶ庄折坂21－35

宇治市伊勢田町北山

〇ホ社

Ｏ緑化事業部

573

住
民
要
望

市
の
財
政
の
現
状

ご
存
知
の
よ
う
に
、
宇
治
市
は
、

こ
こ
数
年
間
財
政
危
機
の
度
を
い
っ

そ
う
強
め
、
四
十
八
年
度
に
は
二
千

六
百
万
円
ま
で
減
少
し
て
い
た
累
積

ｍ
ｒ

．
追
加
上
程
の
十
一
議
案
を
含

め
た
二
十
三
議
案
お
よ
ぴ
意
見
書
五

件
が
、
す
べ
て
原
案
ｙ
お
り
可
決
お

よ
ぴ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
新
た
に
提
出
の
あ
っ

た
一
閃
願
が
即
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
定
例
会
で
決
Ｑ
Ｍ
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
八
日
間
に
わ

た
り
現
地
調
査
も
行
う
な
か
で
審
査

十
二
月
定
例
会

恣
石
、
五
十
年
度
に
は
ふ
た
た
ぴ

六
庶
三
千
万
円
ま
で
増
加
。
そ
の
後

財
産
売
却
な
ど
の
関
係
で
決
算
上
は

単
年
Ｋ
で
黒
字
を
出
し
て
い
ま
す
が

た
、
細
部
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
財

政
対
策
特
別
委
員
会
で
審
査
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

Λ
可
決
お
よ
び

同
意
さ
れ
た
議
案
Ｖ

Ｏ
動
き
者
宅
地
事
業
符
別
会
計
予
算

○
一
般
会
計
補
正
予
ｇ
（
六
、
七
号

）
お
よ
ぴ
交
通
災
害
共
済
事
業
（

補
正
予
算
な
ど
可
決

さ
れ
て
き
た
昭
和
五
十
一
年
度
宇
治

市
各
会
計
歳
入
歳
出
決
ｍ
の
ニ
議

案
は
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
財
政
危
機
の
打
開
策
と
し

て
提
示
さ
れ
た
財
政
自
主
再
建
計
画

に
つ
い
て
は
、
全
貫
協
議
会
の
拗
で

討
3
≪
Ｊ
れ
、
大
綱
に
つ
い
て
付
帯
意

見
4
付
し
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
ま

一
号
）
、
ｎ
笑
共
済
事
業
（
ニ
、

三
号
）
、
公
北
ｙ
水
道
小
栗
（
一

号
）
、
住
宅
改
修
資
金
賃
付
事
業

（
二
号
）
、
水
辺
事
業
会
計
（
一

号
）
の
各
符
別
会
計
補
正
于
算

〇
市
営
住
宅
の
殷
ａ
≪
よ
ぴ
管
理
に

関
｛
■
＾
■
ｍ
例
の
一
部
改
止
（
同
和

対
策
事
業
の
一
ｇ
と
し
て
玉
池
地

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
運

営
が
長
期
的
な
展
望
と
財
政
構
造
の

健
全
性
保
持
に
厳
し
さ
を
欠
い
て
い

た
こ
と
を
率
直
に
反
省
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
を
教
訓
と
し
て
生
か
し
、

市
民
、
市
議
会
等
の
協
力
を
得
て
五

一
部
改
正

改
定
に
伴
う
も
の
）

○
育
児
休
業
に
係
る
給
訟
’
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
（
育
児
休
業

給
の
支
給
に
関
す
る
関
運
諸
法
の

改
正
に
よ
る
も
の
）

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
せ
ん

同
意
（
蜀
翁
夫
氏
ほ
か
八
名
）

Λ
可
決
さ
れ
た
意
見
書
Ｖ

Ｏ
地
方
財
政
に
関
す
る
意
見
書

Ｏ
「
水
田
利
川
再
編
対
策
」
に
関
す

る
意
見
書

Ｏ
長
期
原
養
者
に
か
か
る
医
療
と
生

活
に
関
す
る
意
見
書

実
に
関
す
る
意
見
書

○
公
共
交
通
確
保
の
た
め
の
「
五
法

案
」
制
定
促
進
に
関
す
る
意
見
書

議
会
だ
よ
り

財政自主再建計画
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火
災
は
6
件
の
増
加

－
5
2
年
中
の
火
災
・
救
急
統
計
－

こ
の
ほ
ど
宇
治
市
消
防
本
部
で
は
、
昨
年
一
年
間
の
火
災
・
救
急
統
計
を
ま
と
め
ま
し
た
。
昨
年
は
、
五
月
の
異
常
乾

燥
で
火
災
か
あ
い
つ
ぎ
、
一
年
間
の
火
災
件
数
は
四
六
件
と
、
一
昨
年
と
比
べ
六
件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
救
急

車
の
出
動
回
数
も
、
一
昨
年
よ
り
九
七
件
も
増
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
件
数
を
記
録
し
ま
し
た
。

火
災

四
六
件
の
火
災
の
う
ち
、
十
四
件

ま
で
が
五
月
の
異
常
乾
燥
の
と
き
に

発
生
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で

す
。こ

れ
を
火
災
内
訳
別
に
み
る
と
、

建
災
災
が
三
五
件
と
一
番
多
く
、

損
害
額
も
調
査
中
の
四
件
を
含
め
る

と
、
一
昨
年
の
四
、
一
一
九
万
円
を

大
き
く
上
ま
わ
っ
て
五
、
一
〇
〇
万

円
以
上
に
な
り
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
火
災
件
数
が
一
昨
年
に

比
べ
て
六
件
増
え
ま
し
た
が
、
そ
の

焼
損
面
積
や
被
害
者
な
ど
は
逆
に
減

少
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
建
物
の
焼

損
回
積
は
、
一
昨
年
の
八
四
五
皿
方

ｓ
か
ら
六
〇
二
平
方
μ
と
大
幅
に
叔

つ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
防

火
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
や
自
衛

呼
び
も
の
の
一
斉
放
水
は
圧
巻

消
防
隊
な
ど
の
消
防
関
係
者
の
努
力

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

こ
と
し
は
、
新
年
早
々
の
一
月
十

日
未
明
、
大
久
保
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

で
火
災
が
ｇ
こ
り
、
二
階
部
分
が
全

焼
し
て
二
人
が
火
傷
。
ま
た
、
十
四

日
に
は
善
法
で
家
屋
が
全
焼
し
て
二

人
が
焼
死
さ
れ
る
と
い
う
い
た
ま
し

い
火
災
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
建
物
火
災
が
多

く
、
宇
治
市
消
防
本
部
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
消
防
職
・
団
員
、
事

業
所
の
三
者
が
協
力
し
て
「
自
主
防

火
」
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
火
災
原
因
を
み
ま
す
と
、

タ
パ
ｎ
の
不
始
末
や
子
供
の
火
遊
ｓ

が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
と
く
に

タ
パ
＝
の
不
始
末
が
、
一
昨
年
の
五

件
か
ら
十
二
件
と
倍
以
上
に
増
え
て

い
ま
す
。

消
防

新春恒例

特
集消防出初式

「
ポ
ン
プ
点
検
異
状
な
し
／
」
、

き
ぴ
き
ぴ
し
た
点
呼
が
ひ
ぴ
き
わ
た

る
Ｉ
。
穴
る
一
月
七
日
宇
治
川
場

ノ
島
で
、
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
市
長
や
消
防
長
、
消

タ
バ
コ
の
火
を
し
っ
か
り
消
し
て

い
れ
ば
発
生
し
な
か
っ
た
火
事
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
り
扱
い

に
注
意
し
、
火
災
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

救
急

救
急
軍
の
出
動
回
数
は
二
、
二
五

九
回
で
、
創
設
以
来
の
最
高
記
録
と

な
Ｓ
’
ま
し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
急
病
が
Ｉ
、
〇
〇

一
件
で
も
っ
と
も
多
く
、
つ
づ
い
て

交
通
事
故
に
よ
る
も
の
五
四
九
件
、

一
股
負
傷
が
三
五
七
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
前
年
と
の
比
駁
で
み

ま
す
と
急
瑞
が
Ｉ
〇
件
、
一
股
負
傷

が
七
件
減
っ
て
い
ま
す
か
、
交
通
事

故
は
逆
に
九
六
件
も
増
え
て
い
ま

す
。最

近
、
救
急
軍
を
タ
ク
シ
ー
が
わ

り
に
使
令
と
い
う
こ
と
が
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
に
よ
り
改
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
。
救
急
軍
は
、
一

分
一
秒
を
争
う
傷
病
者
に
こ
そ
必
要

な
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん

な
が
救
急
軍
を
正
し
く
利
用
す
る
よ

う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

1
月
2
6
日
は

文
化
財
防
火
デ
ー

一
月
二
十
六
日
は
文
化
財
防
火
デ

ー
で
す
。

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
二
十

四
年
一
月
二
十
六
日
に
奈
艮
法
隆
寺

の
金
堂
が
焼
失
し
た
の
を
契
機
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

宇
治
市
に
も
、
平
等
院
鳳
凰
堂
や

宇
治
上
神
社
本
・
拝
殿
な
ど
九
件
の

国
宝
を
は
じ
め
、
浄
土
院
養
林
庵
書

院
、
白
山
神
社
拝
殿
な
ど
三
十
四
件

の
重
要
文
化
財
、
そ
れ
に
宇
治
市
指

定
の
文
化
財
な
ど
貴
重
な
指
定
文
化

財
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か

こ
れ
ら
の
文
化
財
と
同
じ
く
ら
い
価

値
の
あ
る
文
化
財
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
大
切
に
保
存

平
等
院
で
の
防
火
訓
練
（
昨
年
一
月
）

し
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち

の
つ
と
め
で
す
。

文
化
財
の
ま
わ
り
で
は
た
き
火
や

た
ば
こ
な
ど
、
火
を
粉
対
に
使
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
火

を
便
っ
て
い
る
人
を
み
か
け
た
ら
、

注
意
を
呼
ぴ
か
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
宇
治
市
消
防
本
部
で
は
十

九
日
に
行
っ
た
文
化
財
の
防
火
査
察

火
事
・
救
急
は

一
一
九
番

ご婚礼衣裳なら

574
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チ
ズ
コ
美
容
室

菟
道
車
田
菟
道
郵
便
局
北

（
2
2
）
8
2
3
9

ス
ミ
美
容
室

伊
勢
田
町
北
山

（
4
1
）
6
9
9
1

お
ぐ
ら
美
容
室

小
倉
町
中
畑

（
2
1
）
3
4
9
2

ひ
さ
美
容
室

宇
治
一
番（
2
3
）
3
9
0
0

イ
セ
ダ
美
容
室

伊
勢
田
町
中
山

（
4
3
）
1
2
7
6

ミ
カ
美
容
室

城
南
荘
八
筋
目
東

（
2
1
）
3
6
9
4

く
き
美
容
室

木
幡
東
中
五
二
上
ハ

（
3
1
）
5
0
3
1

ロ
ー
ド
美
容
室

五
ヶ
庄
大
林
二
五

（
3
1
）
5
5
0
9

ク
ラ
ブ
美
容
室

宇
治
妙
楽
一
六
六
［

1 1
1
園
二
‥
‥
用
子
‥

4 8
夜
間
（
2
4
）
0
1
6
4

コスチューム・サービス

株式会社ワタベ衣裳店

〒602京都市上京区鳥丸出水

Ｐｈｏｎｅ．075・431・3141（大代表）

防
団
長
の
乗
っ
た
オ
ー
プ
ン
カ
ー
が

消
防
車
や
救
急
車
と
と
も
に
市
役
所

を
出
発
。
会
場
の
唱
ノ
島
ま
で
、
防

火
を
呼
ぴ
か
け
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
を

つ
づ
け
ま
し
た
。

会
場
に
集
倉
？
し
た
の
は
、
消

防
職
員
や
箆
昌
員
、
各
事
業
所
の

自
衛
消
防
隊
員
な
＼
ｔ
ｓ
ｗ
百
三
十
人

で
、
今
年
は
、
女
性
の
息
晋
腸
隊

員
が
は
じ
め
て
参
加
。
分
列
行
進
の

あ
と
整
列
し
た
消
防
職
員
や
団
員
、

自
衛
消
防
隊
員
と
原
物
の
市
民
の
み

見事な動きのレインジャー部隊
‐
な
1
0
ん
に
、
島
田
市
長
が
「
昨
年

火
災
件
数
が
増
え
た
も
の
の
大
過
が

な
か
っ
た
の
は
、
消
防
関
係
の
み
な

さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
今
年
は
ｕ

の
町
内
会
・
職
場
か
ら
火
を
出
さ
な

い
』
と
い
う
決
意
で
、
火
災
の
な
い

宇
治
市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』
と
呼

ぴ
か
け
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
市
民
約
千
人
が
見
守

る
な
か
、
女
子
自
衛
消
防
隊
二
組
の

ポ
ン
プ
操
法
と
放
水
が
行
わ
れ
、
大

き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
Ｊ
つ

づ
い
て
、
市
消
防
本
部
の
レ
イ
ン
ｆ
ｔ
＞

ヤ
ー
部
隊
の
、
パ
ス
が
崖
に
転
落
し

た
と
の
想
定
に
よ
る
救
助
訓
練
が
展

開
さ
れ
、
見
事
な
連
繋
プ
レ
ー
に
拍

手
か
お
こ
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
四

十
一
本
の
ホ
ー
ス
か
ら
の
力
強
い
一

斉
放
水
。
塔
ノ
島
一
帯
は
水
煙
に
つ

つ
ま
れ
、
「
火
事
の
な
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
薯
い
あ
い
ま
し
た
。
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最
近
、
宇
治
市
内
に
引
っ
越
し
て
こ
ら
れ
た
人
か

ら
「
宇
治
市
の
住
民
税
は
高
い
」
と
い
う
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
宇
治
市
の
住
民
税
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

宇治市の住民税は高い？

近隣市と同じく「標準税率」です

み
な
ｗ
ん
が
買
い
物
を
さ
れ
る
商

品
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
マ
ー
ク
が
つ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
は
、
法
律
や
業

界
の
自
主
規
制
に
よ
っ
て
、
そ
の
商

品
の
品
質
・
安
全
性
を
保
証
し
よ
う

と
い
う
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

す
。し

か
し
、
な
か
に
は
、
そ
の
正
確

な
内
容
が
わ
か
ら
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
か
ら
、
食
品

衣
料
品
、
ａ
輦
買
の
種
類
別
に
そ

の
老
ｔ
マ
ー
ク
と
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
ょ
う
。

市
民
税
と
府
民
税
を
合
わ
せ
て
、

一
股
に
住
民
税
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

住
民
税
は
、
自
治
体
が
住
民
の
要
望

に
応
え
て
い
ろ
い
ろ
な
行
政
を
行
う

た
め
に
必
要
な
経
費
を
、
能
力
に
応

じ
て
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
に
納

め
て
い
た
だ
ぐ
税
で
す
。

市
・
府
民
税
は
、
所
得
に
応
じ
て

負
担
す
る
コ
所
得
割
」
と
、
所
得
の

多
少
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
の
税
額
で

あ
る
「
均
等
割
」
を
合
わ
せ
た
も
の

ｍ
Ｊ
Ａ
ｓ
マ
ー
ク

Ｊ
Ａ
ｓ
は
「
日
本
農
林
規
格
」
の

略
で
、
農

産
物
や
水

産
物
、
畜

④

産
物
を
原

丿
料
と
す
る

で
す
。
所
得
割
は
、
前
年
の
所
得
金
額
を

基
礎
と
し
、
そ
こ
か
ら
所
得
控
除
（

社
会
保
険
料
控
除
、
扶
餐
控
除
な
ど

）
を
差
し
引
い
て
課
税
標
準
顧
を
だ

し
、
そ
れ
に
市
・
府
民
税
の
税
率
（

市
民
税
は
2
％
～
1
4
％
の
累
進
税
率

府
民
税
は
2
％
と
4
％
の
二
段
階
）

を
掛
け
て
、
さ
ら
に
一
定
の
税
額
控

除
を
し
て
所
得
割
額
を
き
め
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
均
等
割
は
、
市
町
村
の

人
口
に
応
じ
て
き
め
ら
れ
て
お
り
、

宇
治
市
の
場
合
、
市
民
税
は
年
間
千

二
百
円
、
府
民
税
は
年
間
三
百
円
の

合
叶
千
五
百
円
で
す
。
ち
な
み
に
、

人
口
五
十
万
人
以
上
の
市
で
は
府
民

税
額
は
Ｓ
ｉ
ｓ
’
ま
せ
ん
が
、
市
民
税
は

年
間
千
七
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
宇
治
市
は
所
得
割
、

す
。
つ
い
て
い
る
食
品
は
ハ
ム
や
缶

詰
な
ど
で
す
。

印
特
殊
栄
養
食
品
マ
ー
ク

ピ
タ
ミ
ン
ー
カ
ル
シ
ウ
ム
等
の
栄

養
成
分
が
添
加
さ
れ
て
い
る
商
品
、

乳
児
ま
た
は
、
産
婦
用
の
粉
乳
な
ど

特
別
用
途
食
品
で
あ
る
こ
と
を
示

食
品
の
表
示
マ
ー
ク

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

均
等
則
と
も
京
都
市
や
城
陽
市
な
ど

と
同
じ
く
「
標
皐
税
率
」
を
適
用
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
市
Ａ
ｔ
Ｈ

べ
て
住
民
税
が
高
い
と
い
う
こ
と
は

あ
ｓ
＞
ま
せ
ん
。

た
だ
、
引
っ
越
し
た
と
た
ん
に
住

民
税
が
高
ぐ
な
っ
た
と
い
う
話
は
よ

く
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
所

得
が
前
年
よ
り
増
え
た
と
か
、
扶
養

親
族
が
減
っ
た
な
ど
の
た
め
ｍ
”
＜
ｉ

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
納
税
者
ご
と
に
所
得
の
状

況
や
家
族
構
成
な
ど
で
事
情
が
ち
が

っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
住
民
税
の

こ
と
で
、
く
わ
し
く
お
し
り
に
な
り

た
い
方
は
、
市
民
税
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
市
民
税
課
）

倒
公
正
マ
ー
ク

こ
の
マ
ー
ク
は
、
不
当
岩
ｔ
防
止

法
等
に
基

や
ど
り
木

″
し
て
い
ま
示
を
よ
り
正
確
に
す
る
目
的
で
定
め
’

。
争
す
・
つ
い
た
も
の
で
ヽ
そ
の
基
準
に
合
っ
た
も

｛
て
い
る
の
の
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。
牛
乳
や
乳
飲

④

は
、
粉
乳
料
、
は
ち
み
つ
な
ど
に
つ
い
て
い
ま

の
ほ
か
に
す
。

ピ
ス
ケ
″
ト
、
マ
ー
ガ
リ
ン
な
ど
が
倒
冷
凍
食
品
の
認
定
証

あ
り
ま
す
。
日
本
冷
凍
食
品
協
会
が
審
査
し
た

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

税
の
各
種
説
明
会

譲
渡
所
得

工
場
で
作

・
ｒ
ら
れ
、
品

一
一
ぞ
星

⑥

検
査
に
合

。
格
し
た
も

の
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

㈲
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の

マ
ー
ク

日
本
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
協
会
の
自

破
9
ｙ
主
規
格
に

＜
ｔ
＊
Ｋ
合
伊
述

爾

ア
イ
ス
ク

Ｕ
Ｈ

つ
け
ら
れ
、
品
貿
と
衛
生
に
つ
い
て

の
保
証
を
一
ふ
し
て
い
ま
す
。（

つ
づ
く
）

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
2
月
6
日
（
月
）

午
後
1
時
ｙ
3
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
用
京
信
小
倉
支
店
と
市

民
会
館
大
会
議
室

な
お
、
申
告
に
必
要
な
書
類
は
、

源
泉
徴
収
票
、
建
築
確
認
通
知
書
の

写
し
、
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
（
抄
本

）
や
請
負
契
約
書
・
売
買
契
約
書
の

写
し
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
で
す
。

国
民
健
康
保
険
料

未
納
の
方
は
お
早
く

住
宅
取
得
控
除

納
税
の
出
張
受
付

灯
油
価
格
調
査

や
や
値
下
り

り
し
て
、
ま
だ
未
納
の
方
は
、
至
急

お
納
め
く
だ
さ
い
。
納
期
内
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告

ま
た
、
習
雄
告
の
説
明
会
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
2
月
6
日
（
月
）

午
前
柚
時
半
～
1
2
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
市
民
会
餌
大
会
議
室

◇

こ
れ
ら
の
脱
明
会
に
つ
い
て
、
く

わ
し
く
は
市
民
税
課
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
。

・
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
料
は
、
税

金
な
ぐ
こ
同
じ
よ
う
に
、
口
座
振
替

に
よ
る
躬
付
が
で
き
ま
す
。
手
続
き

は
簡
単
で
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
も

よ
り
の
金
融
機
関
へ
提
出
す
る
だ
け

で
す
。
こ
の
便
利
な
振
替
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

575

一
定
面
積
以
土
の

土
地
売
買
な
ど

届
出
が
必
要

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
一
つ

い
て
行
な
う
も
の
で
、
狭
い
国
土
の

有
効
な
利
用
と
投
機
的
な
土
地
取
引

を
抑
制
し
地
価
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
届
出
を
せ
ず
に
契
約
を
し
た

り
、
届
出
ま
ハ
週
間
以
内
に
契
約
を

し
た
場
合
は
、
罰
金
等
の
罰
則
が
適

用
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
十

分
注
意
し
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

一
、
届
出
が
必
要
な
取
引
面
積

∽
、
市
街
化
区
域
内
の
土
地
は
二

千
平
方
μ
以
上

哨
、
都
市
計
画
区
域
内
で
市
街
化

区
域
以
外
の
土
地
は
五
千
平
方

μ
以
上

図
、
都
市
計
画
区
ｎ
外
の
土
地
は

一
万
平
方
肩
以
上

倒
、
宅
地
造
成
な
ど
一
連
の
計
画

の
か
と
に
多
数
の
土
地
所
有
者

か
ら
用
地
を
買
収
し
た
り
、
ま

た
一
人
の
所
有
者
が
、
数
回
に

分
け
て
売
却
し
た
翌
・
の
よ
う

に
一
つ
一
つ
の
取
引
が
Ｋ
’
£

－

Ｓ
の
面
積
以
下
で
も
合
計
す
る

と
規
定
の
面
積
を
越
え
る
場
合

ニ
、
届
出
が
必
要
な
主
な
取
り
引
き

〇
売
買
契
約
に
よ
る
取
引

ｏ
金
銭
の
支
払
い
に
代
え
て
土
地

で
支
払
っ
た
よ
う
な
い
わ
ゆ
る

代
物
弁
済
の
場
合

ｏ
土
地
交
換

〇
契
約
（
売
買
、
代
物
弁
済
お
よ

ぴ
交
換
等
）
の
予
約
の
場
合

〇
賃
貸
借
契
約
、
地
上
権
設
定
契

約

〇
醸
渡
担
保

〇
営
業
譲
渡

な
お
、
以
上
の
ほ
か
に
も
届
出
が

必
要
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

今
後
土
地
取
引
等
を
さ
れ
る
場
合
は

市
役
所
用
地
課
（
電
話
⑩
3
1
4
1

番
）
ま
た
は
京
都
府
企
画
調
整
課
（

電
話
Ⅲ
Ｉ
ｍ
－
8
1
1
1
番
）
へ

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
用
地
課
）
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燃
え
る
ご
み
午
後
収
集
地
域

燃
え
な
い
ご
み
も

午
後
に
収
集
し
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
妥
望
の
強

か
っ
た
燃
え
る
ご
み
の
週
二
回
収
集

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
全
面
的
な
’

ご
協
力
に
よ
り
、
昨
年
十
二
月
十
九

日
か
ら
無
事
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
週
二
回
収
集
に
と
も
な
い
、
・

燃えないゴミも定点（集積鳩）へ出してください

分
別
・
水
切
り

古
紙
回
収
事
業

ご
協
力
を

本
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

で
、
次
の
三
点
の
還
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

川
燃
え
な
い
ご
み
、
燃
え
る
ご
み
の

分
別
を
よ
り
進
め
て
い
た
だ
ぐ

師
水
切
り
を
い
ま
ま
で
以
上
に
徹
底

し
て
い
た
だ
く

0
古
紙
（
古
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ポ

ー
ル
類
）
の
回
収
事
菜
を
さ
ら
に

進
め
る

こ
の
三
点
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
み
収
集
や
古
紙
回
収
事

業
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
清
掃
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
済
掃
課
）

学
校
給
食
用
物
資

納
入
業
者
の
登
録
受
付

宇
治
市
学
校
給
食
会
で
は
、
年
間

約
百
八
十
五
日
、
一
日
約
一
万
六
千

人
分
の
給
食
を
作
る
の
に
必
要
な
物

資
を
、
登
録
業
者
制
に
よ
る
品
目
別

入
札
方
法
で
購
入
し
て
い
ま
す
。

登
録
希
望
の
業
者
の
方
は
、
二
月

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
に
、
市
教
育

委
員
会
内
に
あ
る
学
校
給
食
会
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
登
録
料
三
千
円
と
申
請

書
類
（
事
晋
局
に
あ
り
ま
す
）
を
添

え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
申
請
で
き
る
の
は
、

主
に
次
の
項
目
に
該
当
す
る
業
者
の

方
で
す
。

Ｈ
宇
治
市
内
、
ま
た
は
京
阪
神
地
域

・
内
に
営
家
所
が
あ
る
こ
と
。

叫
相
当
の
資
本
で
経
営
さ
れ
、
相
当

額
の
販
売
実
臍
が
あ
る
こ
と
。

叫
常
時
営
菜
を
続
け
て
い
る
こ
と
。

叫
引
き
続
い
て
二
年
以
上
そ
の
営
業

に
従
事
し
て
い
る
こ
と
。

凶
納
税
義
務
を
履
行
し
て
い
る
こ
と

お知らせ

振動障害

㈹
指
示
の
期
日
、
時
刻
、
指
定
の
場

所
に
物
資
納
入
が
で
き
る
こ
と
（

戦没者遺族

四
校
以
上
に
納
入
で
き
る
こ
と
）

（
学
校
教
育
課
）

特
別
弔
慰
金
の

申
請
を
急
い
で

’
戦
没
者
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
特

別
弔
慰
金
（
二
十
万
円
、
1
0
年
償
還

の
国
債
）
の
請
求
期
限
が
5
3
年
3
月

3
1
日
で
時
効
と
な
り
ま
す
。
次
に
あ

て
は
ま
る
遺
族
の
方
で
、
ま
だ
請
求

手
続
を
終
っ
て
い
な
い
方
は
至
急
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ｓ
支
給
該
当
者

昭
和
1
2
年
7
月
7
日
以
後
の
戦
争

に
よ
る
戦
没
者
の
遺
族
で
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
、
ま
た
は
遺
族
給

与
金
を
受
け
て
い
た
遺
族
が
昭
和
5
0

年
4
月
1
日
現
在
で
い
な
く
な
っ
た

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

登
録
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
は
十
八
歳
以
上
で
、
・
事
務
の

経
験
の
あ
る
人
で
す
。
希
望
さ
れ
る

人
は
市
販
の
履
歴
書
を
持
参
の
う
え

職
員
課
ま
で
。

（
職
員
課
）

場
合
、
そ
の
戦
没
者
の
配
偶
者
、
子

父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
、
姉
妹

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

‐
支
給
さ
れ
る
遺
族
の
順
位

一
、
配
偶
者
（
弔
慰
金
受
給
権
者
）

た
だ
し
、
戦
没
者
の
死
亡
後
、
遺

族
以
外
の
者
迄
丹
婚
（
戦
没
者
の

氏
を
改
め
る
婚
姻
及
ぴ
事
実
婚
）

し
た
配
偶
者
は
除
か
れ
ま
す
。

ニ
、
戦
没
者
の
子

三
、
戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
戦
没
者

と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
次
の

順
位
①
戦
没
者
の
父
母
、
②
孫

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

た
だ
し
、
生
計
同
一
者
の
う
ち
、

戦
没
者
死
亡
後
、
氏
を
か
え
た
婚
姻

ま
た
は
他
家
に
賛
子
に
い
っ
た
人
は

京
都
府
下

次
の
四
の
順
位
に
該
当
す
る
こ
と
に

な
2
＞
ま
す
。

四
、
戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
戦
没
者

と
生
計
関
係
の
な
か
っ
た
次
の
順

位
①
戦
没
者
の
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

（
注
）
戦
没
者
の
死
亡
後
に
戦
没

者
の
父
母
の
養
子
と
な
っ
た
人
は

こ
こ
で
い
う
遺
族
の
範
囲
に
は
合

ま
れ
ま
せ
ん
。

な
お
。
く
わ
し
い
こ
と
は
福
祉
事

葱
町
社
会
課
社
会
係
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

（
社
会
課
）

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ｍ
…
眼

宇
治
市
レ
ク
ジ
エ
’
‐
‘
ｙ
’
ン
協
会

で
は
市
民
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、

恒
例
の
「
カ
ル
タ
大
会
」
と
「
ス
キ

ー
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

カ
ル
タ
は
昔
か
ら
伝
わ
る
楽
し
い

ゲ
ー
ム
で
す
。
初
め
て
の
方
も
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

’
ま
た
、
大
寒
も
過
ぎ
て
本
格
的
な

｀
キ
ー
の
。
＞
ｉ
－
ズ
ン
。
ゲ
レ
ン
デ
で

思
い
切
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

新
春
の

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

有
段
者
ま
た
は
Ａ
級
の

三
ク
ラ
ス
に
分
れ
て
競

技

▽
対
象
・
・
・
宇
冶
市
民
お
よ
ぴ
市
内

に
勤
務
す
る
人

▽
参
加
費
…
一
人
四
百
円

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
参
加

費
を
添
え
て
、
社
会
教
育
課
ま
た
は

協
会
理
事
（
飛
田
保
雄
‥
‥
広
野
町
酉

裏
0
6
5
6
8
、
長
尾
策
司
‐
小
倉

ス
キ
ー
教
室

阪
田
台
三
＝
宇
治
下
居
⑩
9
0
9
8

カ
ル
タ
大
会

▽
と
き
・
・
・
2
月
5
日
（
日
）

午
前
9
時
半
か
ら

▽
と
こ
ろ
・
・
台
小
倉
集
会
所
（
小
倉

町
南
掲
池
）

初心者も講習で上達（昨年のスキー教室）

▽
と
き
…
2
月
ｃ
＜
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ
・
・
・
マ
キ
ノ
ス
キ
ー
場

▽
参
加
費
…
お
と
な
二
千
三
百
円

小
学
街
？
千
九
百
円

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
参
加

費
を
添
え
て
、
社
会
教
育
課
ま
た
は

協
会
理
事
（
永
谷
三
之
丞
＝
六
地
蔵

札
ノ
辻
⑩
8
0
3
5
、
浅
田
昌
三
＝

宇
治
壱
番
⑩
0
8
5
2
、
辻
川
直
行

‐
神
明
宮
北
⑩
7
9
4
0
、
長
尾
策

司
ｎ
‥
小
倉
町
用
浦
⑩
1
9
9
2
）
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
貸
し
ス
キ
ー
を
希
里
さ
れ

る
人
は
別
に
お
と
な
千
六
百
円
、
小

学
生
以
下
八
百
円
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要

で
す
。

（
社
会
教
育
課
）

白ろう病の

特別検診

タバコは市内で

買いましょう

振
助
病
は
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
刈
払

機
な
ど
の
振
動
機
械
を
傅
つ
労
働
者

に
多
い
職
業
病
で
、
早
く
発
見
し
て

予
防
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
は
無
料
で
す
。
こ
ぞ
っ
て
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

▽
と
き
…
2
月
5
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
田
原
町
中
央
公
民

館

（
森
林
組
合
）

最
低
賃
金
の
改
正

財
形
住
宅
の

貸
付
を
受
付

四
円

〇
八
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
製
造
業

＝
一
日
ニ
、
七
〇
〇
円
’
た
だ
し

主
た
る
業
務
が
乖
作
業
に
よ
る
「

紙
は
り
」
の
業
務
は
一
日
二
、
四

六
〇
円

こ
れ
ら
以
外
の
業
種
は
、
次
の
京

都
府
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

〇
一
日
ニ
、
三
六
五
円
。
た
だ
し
、

和
服
裁
断
、
縫
製
の
技
能
習
得
中

の
者
で
経
験
二
年
未
満
の
者
を
除

’
く
。
’

く
わ
し
く
は
、
京
都
労
働
基
準
局

（
川
‐
3
2
1
1
番
）
ま
た
は
、
京

都
労
働
基
準
監
督
署
へ
。
’

る
予
定
の
人
は
、
必
ず
2
月
2
8
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
融
資
額
・
・
・
財
形
貯
蓄
慈
雨
の
二
倍

た
だ
し
、
そ
の
額
が
一
千
万
円
を

超
え
る
場
合
は
一
千
万
円
が
限
度

〇
利
率
・
・
・
年
6
・
8
3
パ
ー
セ
ン
ト

〇
返
済
期
間
・
・
・
木
造
＝
十
八
年
以
内

簡
易
耐
火
構
造
＝
二
十
五
年
以
内

蹄
災
構
造
＝
三
十
五
年
以
内
詳
し

い
こ
と
は
、
公
庫
業
務
取
扱
金
融

機
関
、
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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